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別 紙 ３ 

平成２８年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  A3 

 

 ２．研 究 課 題 名 情報セキュリティ教育の側面を強化した情報倫理教育教材の設計 

 

 ３．研 究 期 間  平成 28年  4月１日 ～ 平成 29年  3月 31日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

辰己 丈夫 放送大学・教養学部 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

多川 孝央 九州大学・情報基盤研究開発センター 准教授  

岡部 成玄 北海道大学 名誉教授  

村田 育也 福岡教育大学大学院・教育学研究科 教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

中西 通雄 大阪工業大学・情報学部 教授  

上原 哲太郎 立命館大学・情報理工学部 教授  

和田 智仁 鹿屋体育大学 准教授  

 

６．共同研究の成果 

下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく記

載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

申請者らは、2001 年から現在まで、我が国の大学における情報倫理教育の必要性、特に初年次に

おける親しみやすい教材について研究を行ってきた。旧メディア教育開発センターの平成 15 年度公

募によって作成された国立大学情報処理教育センター協議会による、「情報倫理デジタルビデオ小

品集」を始めとし、同教材の Part II, III, IV, V を開発してきた。このビデオ教材の制作タスクフ

ォースは、北海道大学の 2 名の教員を含む合計 10 名であり、本教材の作成には、北海道大学は重要

な拠点としての役割を果たして来た。 

この教材の対象となっている領域には、情報セキュリティがある。技術は日進月歩で進化し、一

方で、近年、情報セキュリティに関わる問題・事故などが数多く発生しており、そのための有効な

教材の開発が急がれる。一方で、情報倫理もまた、大学生の初年次教育において重要な項目である。

高等学校までの、単なる遵法だけを教える内容ではなく、自ら考え、ルールがないところでも判断

でき、ジレンマ状況に出会う経験も必要な大学生の生活のことを考えると、適切な情報倫理教育の

教材は、重要な役割を果たすと言える。 

このような事情から、申請者らは、これまでに関わってきた「情報倫理デジタルビデオ小品集」



 2 

 

のアプローチを利用して、さらに情報セキュリティ教育の側面を更新し、倫理的な考え方を経験で

きるような初年次教育における教材開発を行うべきであると考えるようになった。 

そこで、本研究では、近年発生している、これまでにない新たな情報セキュリティ関連の犯罪の

発生状況を踏まえ、効果的な教材作成に関わる設計を行うことを目的とした。ます、本研究の計画

に従い、平成 28 年の 6 月頃までは、情報セキュリティに関わる状況を情報処理推進機構の 10 大脅

威など、各種関連文献等を確認し、教材のシナリオ作成を行った。これらの研究分担者による議論

の成果は、上記の「情報倫理デジタルビデオ小品集」の Part VI（平成 28 年 12 月公開）に反映さ

せている。本成果は、我が国の大学初年次教育における情報セキュリティ教育や情報倫理教育の普

及の推進に寄与するものと考えられる。 

さらに平成 29 年 2 月の研究打合せにより、当該教材を用いた情報セキュリティ教育と情報倫理教

育の普及に関わる調査項目と内容等について、意見交換を行った。これらの結果を踏まえ、平成 29

年度に引き続き、研究代表者・分担者等で共同調査を行う予定である。 

 

関連研究：SIGUCCS 2017 にてポスター発表予定（2017 年 10 月） 


